日本史プリント08　　飛鳥時代１
●豪族どうしの対立

01：５世紀ごろには、非常に勢力が強かった大和政権ですが、６世紀になると豪族どうし

　　で争いが起こるようになってしまいました。特に、仏教に関して（　　）氏と（　　）

　　氏が激しく対立しました。

02：結局、多くの渡来人を従えた（　　）氏がライバルの（　　）氏を倒してしまいまし

　　た。

03：そこで、593年、（　　）天皇の（　　）として（　　）が登場しました。彼は、頭も

　　よく、おだやかだったため、朝廷をうまく取りまとめて政治を行いました。

04：聖徳太子の親戚にあたる（　　）も彼に協力しました。

05：聖徳太子が登場した頃から、奈良時代が始まるまでの期間のことを（　　）時代と呼

　　びます。

●聖徳太子の政治

04：聖徳太子は次のような制度を設けました。
　　・（　　）：家柄に関係なく、優秀な人に位を与えた。
　　・（　　）：役人の心構えを説いて、気を引きしめさせた。
05：また、中国の進んだ文化を取り入れるため、607年に（　　）を（　　）として中国

　　に派遣しました。
●飛鳥時代の文化

06：聖徳太子は仏教をとても大切にしたので、この頃に仏教を中心とした文化が生まれま

　　した。これを（　　）文化と呼びます。
07：この頃には、古墳に代わって（　　）が豪族の力を示すものになりました。

08：・蘇我馬子は（　　）寺を建てました。
　　・聖徳太子は（　　）寺と（　　）寺を建てました。
09：中でも（　　）寺は、現存する世界で最古の木造建築として有名です。
10：法隆寺の柱などは中ほどがふくらんでいますが、これを（　　）と言います。これは、

　　ギリシャ建築の技法で、これが日本にも伝わってきたのです。
11：法隆寺には３人の仏像がならんでいる（　　）像があります。
12：また、背の高い仏像である（　　）像もあります。
13：また、玉虫の羽を何枚も貼り付けた美術品である（　　）もあります。
14：広隆寺と中宮寺には（　　）像がおいてあります。　
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